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陸上自衛隊岩見沢駐屯地の改編（定員削減）に関する意見書

自衛隊は、国の防衛を主任務とし、その他、国内外における人命救助などの災害派

遣や国際連合平和維持活動への派遣などを任務として活動する組織である。

平成２３年に発生した東日本大震災においては、自衛隊は発生直後の情報収集、被

災者の捜索や救援活動、生活支援、物資の輸送支援など、広範囲にわたる活動が行わ

れ、この自衛隊の活躍は、国民をはじめ、国際社会からも高い信頼と評価を受けてい

る。

さらに、近年、我が国周辺地域をはじめ、国際的な安全保障環境が大きく変化して

いる中、平成２７年９月１９日には「平和安全保障関連法」が成立し、今後、この安

保法制に基づき、我が国の安全保障と防衛政策が新たな局面を迎える上でも、自衛隊

の高い組織力と高度な専門能力・マンパワーは、我が国の安心安全を維持するために

必要不可欠である。

陸上自衛隊岩見沢駐屯地は、昭和２８年２月に第５３２施設大隊として現在地に開

設され、その後、駐屯地の基幹部隊として第１０２施設大隊を経て、昭和５１年３月

に現在の第１２施設群が発足している。

６３年余りの長い伝統を有し、有事の際や災害派遣などはもとより、地域住民の安

全安心、地域コミュニティの維持・活性化に大きく貢献・寄与されるなど、岩見沢駐

屯地の隊員は、地域住民からも、日頃から「誇るべき市民」として、広く認知され、

高く評価されている。

訓練環境においても、隣接する孫別演習場を有し、北海道大演習場や上富良野演習

場へのアクセスもよく、岩見沢駐屯地は、部隊が訓練するための良好な立地状況にあ

る。

国の平成２８年度予算では、岩見沢駐屯地の改編（定員削減）が、盛り込まれてお

り、かねてより岩見沢駐屯地の充足率の向上、機能強化を求めてきた地元地域住民と

しては、決して納得できるものではなく、大変遺憾である。

ここに、岩見沢市議会は、地域住民の意思として、この岩見沢駐屯地の改編（定員

削減）に反対するとともに、定員の確保、実員の維持、定員に対する充足率の更なる

向上を強く求めるものである。

以上、地方自治法第９９条の規定により提出する。
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